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翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
筆
（
四
）

高

山

倫

明

　
本
誌
九
七
輯
の
前
稿
に
つ
づ
き
、
霊
代
の
日
本
研
究
書
『
吾
妻
豊
門
』
（
翁
広
平
著
、
嘉
慶
十
九
・
一
八
一
四
年
序
）
の
「
国
語
解
」

に
引
用
さ
れ
た
「
海
外
奇
談
」
の
読
解
を
試
み
る
。
今
回
は
「
禽
獣
轟
魚
類
」
「
花
木
類
」
で
あ
る
。
凡
例
・
文
献
等
は
前
出
を
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
五
、
試
解
（
承
前
）

　
　
　
　
禽
獣
轟
魚
類

O
ω
O
卜
。
「
鳥
」
禿
力
（
と
り
）
　
A
U
ト
リ
　
B
”
ト
リ

O
ω
O
。
。
「
蛋
」
太
麦
古
（
た
ま
ご
）
　
A
”
タ
マ
ゴ
　
B
”
タ
マ
ゴ
　
　
《
駒
上
”
太
〉
大
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
イ
ダ
ン

　
　
　
見
出
し
語
は
タ
マ
ゴ
。
『
南
山
考
量
記
』
「
難
蛋
　
ニ
ハ
ト
リ
ノ
タ
マ
ゴ
」
等
。
な
お
「
卵
」
字
は
日
中
で
基
本
義
が
異
な
り
、
本
書
に
は
O
一
①
・
。
「
卵

　
　
馬
蘭
」
（
ま
ら
）
、
O
δ
。
。
「
引
算
　
白
壁
姻
」
（
き
ん
た
ま
）
の
例
が
見
え
る
。
『
雅
俗
漢
語
訳
解
』
に
は
「
卵
　
陰
董
を
云
ふ
」
と
あ
る
。
駒
沢

　
　
大
学
図
書
館
本
と
上
海
図
書
館
本
は
音
注
の
一
字
目
が
「
大
」
字
に
な
っ
て
い
る
が
、
O
一
。
。
O
「
大
便
　
大
便
一
過
」
（
だ
い
べ
ん
い
く
）
、
O
。
。
㊤
ω
「
不
　
0
5
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翁
広
平
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吾
妻
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所
載
日
本
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史
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）



翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解
（
四
）

　
　
徹
聲
　
大
麦
多
里
」
（
だ
ま
っ
と
れ
）
の
よ
う
な
例
か
ら
す
る
と
「
太
」
字
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
O
ω
一
一
「
龍
　
太
子
」
（
た
つ
）
、
O
お
O
「
竹
　
太

　
　
吉
」
（
た
け
）
、
設
曾
「
姻
　
太
白
戊
」
（
た
ば
こ
）
等
々
。

O
。
。
O
ら
「
鳳
」
付
翁
（
ふ
う
お
う
？
）
　
A
u
ホ
オ
ウ
　
B
”
ホ
オ
ウ

　
　
　
傷
心
（
ホ
ウ
ワ
ウ
）
に
該
当
す
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、
校
本
A
B
の
よ
う
な
「
ホ
オ
ウ
」
と
い
っ
た
語
形
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
。

　
　
吉
原
遊
郭
で
太
夫
職
の
異
名
に
鳳
鳳
が
あ
り
（
鳳
至
の
価
は
桐
が
三
つ
な
り
・
柳
多
留
）
、
そ
れ
は
ホ
ウ
オ
の
よ
う
な
語
形
で
あ
っ
た
ら
し
い

　
　
（
ほ
う
を
の
べ
〉
を
引
張
た
と
思
っ
て
・
浮
世
風
呂
）
。
い
ず
れ
に
せ
よ
音
合
「
付
」
字
は
ホ
・
ホ
ウ
の
よ
う
な
音
に
は
合
わ
ず
、
O
零
。
。
「
笛

　
　
付
葉
」
（
ふ
え
）
、
零
竃
「
除
包
　
誤
達
非
古
」
（
ふ
う
た
い
ひ
く
）
等
の
よ
う
に
フ
・
フ
ウ
に
こ
そ
相
応
し
い
。
肥
前
で
は
一
般
に
合
音
は
ウ

　
　
段
長
音
化
す
る
の
で
「
ホ
ウ
ワ
ウ
」
は
「
フ
ー
オ
ー
」
に
な
る
の
が
順
当
で
、
こ
こ
は
そ
う
い
っ
た
語
形
を
写
し
た
可
能
性
が
高
い
が
、
確
例

　
　
が
見
出
せ
な
い
。
な
お
音
注
「
翁
」
字
に
は
O
ミ
一
「
雄
黄
　
烏
翁
」
（
う
お
う
）
、
O
零
①
「
重
　
翁
婆
娑
」
（
お
ぶ
か
）
等
の
例
が
あ
る
。

O
ω
8
「
鶴
」
子
羅
（
つ
る
）
　
A
”
ツ
ル
　
B
”
ツ
ル

O
ω
8
「
鷹
」
俺
（
が
ん
）
　
A
H
ガ
ン
　
B
”
ガ
ン
　
《
駒
上
”
俺
〉
倹
》

　
　
　
評
注
「
俺
」
字
は
他
に
例
が
な
い
。
同
じ
く
孤
例
だ
が
「
掩
」
字
に
は
O
お
ω
「
勇
秋
羅
　
掩
皮
」
（
が
ん
ぴ
）
の
例
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
影

　
　
母
で
あ
る
が
、
と
も
に
「
が
ん
」
と
解
し
て
よ
さ
そ
う
に
見
え
る
。
『
漢
語
方
音
字
匪
』
で
、
類
音
字
「
滝
」
の
長
沙
方
言
・
南
昌
方
言
の
白

　
　
話
に
ご
鋤
ロ
の
音
が
見
え
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。

O
ω
零
「
鷹
」
禿
皮
（
と
び
）
　
A
”
ト
ビ
、
鳶
と
誤
る
か
　
B
”
ト
ビ
　
　
《
駒
上
u
禿
〉
委
》

O
ω
O
。
。
「
鵬
」
額
（
が
）
　
A
”
ガ
B
”
ガ

　
　
　
音
注
「
額
」
字
は
、
他
に
は
O
ω
＄
「
枝
額
手
」
（
■
）
、
一
〇
卜
。
①
「
轡
寺
格
六
輝
額
」
（
ま
が
る
・
い
が
む
）
の
み
だ
が
、
『
南
山
考
講
記
』

　
　
　
　
ゴ
ウ
ニ
ヤ
　
ウ

　
　
に
「
鵬
鳥
　
ガ
」
、
本
山
桂
川
『
長
崎
方
言
集
』
に
「
ガ
ー
　
野
鳥
（
童
謡
）
「
ガ
ー
ノ
　
ク
ビ
ャ
　
ヨ
ゴ
ー
ド
ル
」
」
な
ど
と
あ
っ
て
、
こ

　
　
こ
は
「
が
」
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

O
ω
O
㊤
「
鴨
」
挨
非
羅
（
あ
ひ
る
）
　
A
”
ア
ヒ
ル
　
B
”
ア
ヒ
ル

　
　
　
音
注
「
非
」
字
は
／
ヒ
／
に
対
応
す
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
O
お
一
「
屍
　
非
夫
羅
」
（
へ
ふ
る
）
、
O
竃
。
。
「
公
堂
上
去
　
子
字
非
雅
一

　
　
過
」
（
つ
う
ず
へ
や
い
く
）
の
よ
う
に
、
一
部
に
／
へ
／
と
解
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
に
「
あ
へ
っ
　
あ
ひ
る
。
家
鴨
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ウ
ル

　
　
五
島
－
三
井
楽
」
と
あ
る
点
が
注
意
さ
れ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
「
あ
ひ
る
」
と
解
し
て
お
く
。
『
夢
話
纂
要
』
「
鴨
児
　
ア
ヒ
ル
」
『
南
山
考
講

0
6

1



　
　
　
　
　
ヤ
ツ
ウ

　
　
記
』
「
鴨
子

O
ω
一
〇
「
鶏
」
妥
里

O
ω
一
一
「
龍
」
太
子

O
ω
旨
「
魚
」
游
河

ア
ヒ
ル

（
と
り
）

（
た
つ
）

（
い
お
）

キ
ヤ
ア
ヤ

家
鴨
　
A
”

　
A
”
A
”

　
　
　
校
本
A
B
と
も
に
ユ
オ
と
読
み
、

　
　
　
　
「
ゆ
を
［
魚
］
〈
「
い
を
」

　
　
の
注
が
あ
る
。
音
注
「
游
」
字
は
他
に
例
は
な
い
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
有
」
「
又
」
等
の
例
か
ら
す
れ
ば
、
た
し
か
に
／
ユ
／

　
　
を
写
す
に
ふ
さ
わ
し
い
字
で
は
麦
る
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
）
、
C
舎
帆
醤
油
　
酬
油
」
（
し
ょ
う
ゆ
）
、
C
N
蒔
「
娠

　
　
子
　
血
気
／
受
六
施
（
た
ゆ
う
／
じ
ょ
う
し
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
O
ま
「
雪
　
又
其
」
（
ゆ
き
）
、
O
自
一
「
百
合
　
又
里
」

　
　
（
ゆ
り
）
等
々
。

　
　
　
た
だ
し
、
ラ
ン
グ
と
し
て
「
ゆ
お
」
の
語
形
が
肥
前
方
言
に
存
し
た
か
ど
う
か
。
『
長
崎
方
言
集
』
に
「
イ
ヲ
」
「
イ
ラ
ン
マ
チ
」
「
イ
ラ
ン

　
　
タ
ナ
」
「
イ
ラ
ン
メ
ン
タ
マ
」
等
の
項
が
見
え
、
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
が
「
長
崎
県
の
大
部
分
が
、
魚
類
一
般
の
総
称
を
イ
オ
と
い
う
。
若
い

　
　
世
代
は
サ
カ
ナ
を
併
用
、
サ
カ
ナ
を
標
準
的
だ
と
す
る
」
と
記
す
よ
う
に
、
現
代
肥
前
方
言
形
が
／
イ
オ
／
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
長
崎
の

　
　
口
語
の
世
界
で
は
こ
の
語
の
1
音
節
目
は
古
今
を
通
じ
て
／
イ
／
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
長
崎
関
係
の
古
文
献
に

　
　
は
「
い
を
」
の
仮
名
書
き
例
が
散
見
さ
れ
、
『
瑞
日
語
彙
』
『
日
本
語
文
典
例
証
』
『
長
崎
方
言
慣
用
覚
書
』
等
の
長
崎
関
係
外
国
資
料
も
　
写
9

　
　
冨
。
と
い
っ
た
表
記
を
と
る
の
だ
が
、
「
ゆ
お
」
の
例
は
未
だ
見
な
い
の
で
あ
る
（
「
う
お
」
の
仮
名
書
き
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
語
あ
る
い

　
　
は
中
央
語
を
介
し
て
の
α
o
¢
三
虫
で
あ
ろ
う
）
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
現
代
肥
前
方
言
に
そ
の
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
世
長
崎
方
言
の
／
オ
／
は
、
語
中
、
こ
と

　
　
に
狭
母
音
の
後
に
お
い
て
は
唇
音
性
を
帯
び
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
唇
音
性
の
ゆ
え
に
、
そ
れ
に
前
接
す
る
／
イ
／
が
音
声
的
に

　
　
／
ユ
／
の
そ
れ
に
近
づ
く
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
音
源
は
、
そ
の
よ
う
な
音
声
形
を
と
ら
え
た
も
の
と
解
せ
よ
う
（
イ
ー
ウ
オ
↓
イ
ゥ
ー
オ
）
。

O
ω
一
ω
「
魚
骨
」
供
尼
（
ほ
ね
）
　
A
”
ホ
ネ
　
B
”
ホ
ネ
　
　
《
駒
上
“
骨
ナ
シ
》

　
　
　
音
注
「
煤
」
字
は
他
に
例
が
な
い
が
、
東
韻
暁
母
の
字
で
あ
り
、
／
ホ
／
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

O
ω
＝
「
魚
翅
」
非
力
（
ひ
れ
）
　
A
”
【
こ
の
項
誤
脱
】
　
B
”
ヒ
レ

ア
ヒ
ル
」
。

ト
リ
　
　
B
”
ト
リ

タ
ツ
　
B
”
タ
ツ

ユ
オ
　
B
”
ユ
オ

　
　
校
本
B
索
引
の
見
出
し
に

ノ
設
転
〉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
同
じ
流
摂
三
等
の
「
由
」
「
油
」

，
　
，
O
O
嵜
「
露
　
姿
由
」
（
つ
ゆ
）
、
O
＆
①
「
湯
　
由
」

　
　
　
　
　
　
O
謡
①
「
教
　
鳥
蘇
有
」
（
お
そ
ゆ
ル
）
、

0
7
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史
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翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解
（
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
ツ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ア
イ
ユ
イ
ス
ウ

　
　
　
見
出
し
語
は
料
理
に
使
う
「
ふ
か
の
ひ
れ
」
。
『
南
山
俗
語
考
』
「
魚
翅
　
フ
カ
ノ
ヒ
レ
」
、
『
崎
港
聞
見
録
』
「
焦
魚
翅
　
フ
カ
ノ
ヒ
レ
」
等
。

O
ω
嵩
「
魚
膠
」
蓑
皮
（
【
蓑
↓
義
】
に
べ
）
　
A
”
●
　
B
n
●

　
　
　
見
出
し
語
は
魚
の
浮
袋
で
製
し
た
膠
の
意
。
『
三
二
雑
誌
簿
』
「
魚
膠
　
二
べ
」
、
『
訳
家
必
備
』
「
魚
膠
」
。
音
注
「
我
」
字
は
他
に
例
が
な
い

　
　
が
、
同
音
の
「
峨
」
字
は
O
寒
声
「
身
髄
　
峨
太
」
（
ご
た
い
）
、
O
卜
。
記
「
好
家
子
　
二
丁
抜
賑
町
受
」
（
し
衷
ば
ら
ご
じ
ょ
）
、
O
逡
O
「
大
花
蛤
　
法

　
　
国
々
里
」
（
は
ま
ぐ
り
）
、
O
①
じ
。
。
。
「
理
椀
具
　
平
峨
里
」
（
び
ん
ぐ
り
）
の
よ
う
に
．
、
／
ゴ
／
か
／
グ
／
を
写
す
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら

　
　
く
は
「
義
」
字
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
O
①
。
。
¶
「
起
貨
　
義
亜
丈
」
（
に
や
く
）
、
一
〇
〇
一
「
假
　
義
心
」
（
に
せ
）
等
。

O
ω
一
①
「
魚
子
」
覚
拉
四
覚
（
【
覚
↓
？
】
か
ら
す
み
）
　
A
”
●
　
B
日
●

　
　
　
見
出
し
語
は
魚
の
腹
子
の
意
。
音
注
「
覚
」
字
は
O
O
卜
。
㎝
「
壬
　
二
子
掌
一
」
（
み
ず
の
え
）
、
O
O
き
「
南
　
覚
那
迷
」
（
み
な
み
）
、
O
一
這
「
路

　
　
毒
虫
」
（
み
ち
）
、
O
ω
①
一
「
雌
　
覚
」
（
め
）
、
O
。
。
O
一
「
総
結
　
式
覚
甚
し
（
し
め
て
）
の
よ
う
に
／
ミ
／
か
／
メ
／
／
を
写
す
の
に
用
い
ら
れ
る
字
。

　
　
こ
こ
は
1
字
目
の
「
覚
」
字
を
誤
写
と
み
て
「
か
ら
す
み
（
唐
墨
ご
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
『
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
』
「
魚
子
　
魚
子
食
用
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
ツ
ウ

　
　
る
も
の
数
多
し
、
カ
ラ
ス
ミ
は
赤
目
鳥
の
子
な
り
、
胞
を
重
ね
て
堅
乾
す
。
肥
前
野
母
（
の
も
）
の
産
を
上
と
す
。
」
、
『
南
山
考
講
記
』
「
蠣
子

　
　
カ
ラ
ス
ミ
」
。
な
お
、
O
①
旨
「
銅
壺
　
緬
覚
」
の
項
に
関
す
る
校
本
B
覚
え
書
き
に

　
　
　
　
「
音
注
「
菊
覚
」
の
「
覚
し
に
つ
い
て
、
簡
要
㎝
ω
一
の
音
質
に
は
「
藥
寛
」
と
あ
っ
て
、
「
寛
」
で
あ
る
。
「
覚
」
は
「
寛
」
の
字
形
相
似

　
　
　
　
に
よ
る
誤
写
と
見
て
「
ヤ
ク
ワ
ン
」
。
」

　
　
と
あ
る
。
こ
こ
も
「
寛
」
字
を
想
定
す
る
の
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

O
ω
嵩
「
小
魚
」
由
滑
施
（
い
わ
し
）
　
A
”
ユ
ワ
シ
、
鰯
　
B
”
ユ
ワ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ヲ
ン
イ
ユ
イ

O
ω
旨
「
魚
　
游
翻
し
（
い
お
）
と
同
じ
理
由
で
「
い
わ
し
」
と
解
し
て
お
く
。
『
唐
話
石
船
』
「
煮
魚
　
イ
ワ
シ
」
、
『
崎
港
細
見
録
』
「
払
子
　
イ
ワ

　
　
シ
」
。
た
だ
し
、
こ
こ
は
「
ゆ
わ
し
」
の
可
能
性
が
な
く
も
な
い
。
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
ゆ
わ
し
　
い
わ
し
。
鰯
。
長
崎
市
（
稀
）
」
。

O
ω
一
。
。
「
鮮
魚
」
薄
之
奴
由
河
（
【
之
↓
？
】
ぶ
え
ん
の
い
お
？
）
　
A
”
●
　
B
u
ハ
ツ
ノ
ユ
オ

　
　
　
校
本
B
覚
え
書
き
に

　
　
　
　
「
音
注
「
薄
之
奴
由
河
」
（
簡
要
卜
。
お
「
薄
之
奴
乱
民
」
）
は
「
ハ
ツ
ノ
ユ
オ
（
初
の
魚
）
か
。
」

　
　
と
あ
る
。
し
か
し
音
注
「
薄
」
字
は
過
韻
並
母
字
で
／
ハ
／
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
O
一
9
「
伸
腰
　
奴
薄
（
の
ぶ
）
、
O
嵩
N
「
伸
脚
　
下
式

　
　
奴
薄
」
（
あ
し
の
ぶ
）
、
竃
＄
「
侠
苓
　
薄
古
流
」
（
ぶ
く
り
ゅ
う
）
等
の
よ
う
に
／
ブ
／
に
あ
た
る
例
が
あ
る
。
『
長
崎
方
言
集
覧
』
に
「
ブ
エ

0
8
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ン
　
無
暗
。
監
を
施
さ
な
い
魚
。
」
、
『
長
崎
方
言
集
』
に
「
ブ
エ
ン
　
無
塩
」
、
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
に
「
ぶ
え
ん
　
無
塩
の
意
。
生
魚
。
鮮

　
　
魚
。
対
馬
（
新
）
。
対
馬
南
部
。
五
島
。
五
島
－
小
値
賀
・
若
松
・
三
井
楽
。
北
松
浦
1
鹿
町
・
吉
井
・
佐
々
・
小
佐
々
。
大
村
市
西
大
村
。

　
　
諌
早
市
。
島
原
半
島
大
部
分
。
ブ
ィ
エ
ン
　
壱
岐
。
ビ
エ
ン
　
西
彼
杵
－
野
母
崎
。
」
な
ど
と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
す
る
と
、
音
舌
「
之
」
を
改

　
　
訂
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
「
無
塩
の
魚
」
に
該
当
す
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
音
注
の
「
由
河
」
に
つ
い
て
は
O
ω
い
。
㊤
「
鍋
蓋
魚
　
燕
皮
由

　
　
河
」
お
よ
び
O
ω
這
「
魚
　
游
河
」
の
項
参
照
。

8
6
「
黒
魚
」
空
婆
由
河
（
こ
ぶ
い
お
）
　
A
u
●
　
B
”
●
ユ
オ

　
　
　
見
出
し
語
は
ウ
ナ
ギ
ま
た
は
イ
カ
の
異
称
。
校
本
B
覚
え
書
き
に

　
　
　
　
「
音
注
「
空
婆
二
河
」
（
簡
要
謡
O
「
空
婆
游
河
」
）
は
「
コ
ン
ボ
ユ
オ
」
で
「
黒
ん
坊
魚
」
の
甜
音
か
。
」

　
　
と
あ
る
が
、
ウ
ナ
ギ
ま
た
は
イ
カ
に
あ
た
る
「
黒
ん
坊
魚
」
な
る
語
の
実
在
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
静
岡
県
榛
原
郡
に
ウ
ナ
ギ
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
イ
　
イ

　
　
の
意
の
「
こ
ん
ぼ
」
が
あ
る
が
、
肥
前
あ
た
り
に
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
南
山
輿
脇
記
』
の
「
墨
魚
　
コ
ブ
イ
カ
」
の
よ
う
な
例

　
　
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
決
定
的
で
は
な
い
。

O
ω
鳴
O
「
鱒
魚
」
福
那
（
ふ
な
）
　
A
”
フ
ナ
　
B
U
フ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
イ
イ
へ

　
　
　
見
出
し
語
は
フ
ナ
。
『
南
山
俗
語
考
』
「
鯉
魚
　
フ
ナ
」
等
。

O
。
。
卜
。
一
「
金
鱒
魚
」
金
翅
（
き
ん
ぎ
ょ
）
　
A
”
●
　
B
”
キ
ン
ギ
ョ
？

　
　
　
音
注
「
翅
」
字
は
本
項
と
次
項
の
2
例
の
み
だ
が
、
賓
韻
書
母
の
字
で
／
ギ
ョ
／
に
は
不
適
で
あ
る
。

O
認
卜
。
「
銀
魚
」
杏
翅
（
ぎ
ん
ぎ
ょ
）
　
A
U
●
　
B
”
ギ
ン
ギ
ョ
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
イ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ン
キ
ョ

　
　
　
見
出
し
語
は
金
魚
の
一
種
。
『
南
山
俗
語
考
』
「
銀
魚
　
シ
ラ
ウ
オ
」
。
ま
た
、
『
崎
陽
群
談
』
に
は
福
建
省
潭
州
の
土
産
に
「
銀
魚
」
と
見
え

　
　
て
い
る
。
音
注
「
杏
」
字
は
他
に
例
が
な
く
、
講
論
厘
母
字
で
／
ギ
ン
／
に
は
必
ず
し
も
適
当
で
は
な
い
。

O
。
。
卜
。
ω
「
帯
魚
」
搭
子
由
河
（
た
ち
い
お
）
　
A
”
タ
ツ
ユ
オ
　
B
u
タ
ツ
ユ
オ
　
《
駒
”
由
〉
田
「
一
本
田
作
由
」
》

　
　
　
見
出
し
語
は
太
刀
魚
の
意
。
『
八
鰹
導
爆
国
記
』
「
帯
魚
糟
　
此
方
ノ
タ
チ
ノ
ウ
ヲ
ノ
糟
漬
ナ
リ
」
。
但
し
音
注
「
子
」
字
は
／
チ
／
に
は
相

　
　
応
し
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
O
O
ミ
「
元
旦
　
環
日
子
」
（
ぐ
わ
ん
じ
つ
）
の
項
参
照
。

O
認
心
「
甲
魚
」
茄
迷
（
か
め
）
　
A
”
カ
メ
　
B
”
カ
メ

O
認
㎝
「
庖
魚
」
挨
河
皮
（
あ
お
び
）
　
A
”
ア
オ
ビ
　
B
“
ア
ワ
ビ

翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解
（
四
）
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翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解
（
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ウ
イ
ユ
イ

　
　
　
見
出
し
の
「
庖
魚
」
は
不
審
だ
が
、
音
注
か
ら
見
て
「
首
魚
」
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
『
唐
話
纂
要
』
「
鞄
魚
　
ア
ハ
ビ
」
、
『
南
山
俗
語
考
』

　
　
　
パ
　
ウ
イ
へ

　
　
「
飽
々
　
ア
ハ
ビ
」
。
但
し
、
音
更
「
河
」
字
は
O
ω
嵜
「
魚
　
店
借
」
（
い
お
）
、
O
ω
ま
「
面
子
魚
　
憂
子
河
」
（
か
つ
お
）
、
8
竃
「
上
　
河
＝

　
　
（
う
え
）
、
8
①
㎝
「
裡
　
河
拉
」
（
う
ら
）
の
よ
う
に
、
／
オ
／
ま
た
は
／
ウ
／
に
相
応
し
い
字
で
あ
る
。
『
日
葡
辞
書
』
に
は
「
下
（
x
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
イ
ユ
イ
カ
ン

　
　
語
」
と
し
て
「
〉
⊆
O
げ
圃
ア
ヲ
ビ
（
飽
）
飽
、
貝
類
」
が
あ
り
、
『
崎
港
三
見
録
』
に
も
「
飽
魚
乾
　
ホ
シ
ア
ヲ
ヒ
」
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
『
長

　
　
崎
県
方
言
辞
典
』
「
あ
お
び
　
あ
わ
び
。
飽
。
長
崎
市
。
西
彼
杵
1
野
母
崎
。
　
ア
オ
ビ
ゲ
エ
　
飽
貝
の
意
。
あ
わ
び
。
飽
。
長
崎
市
。
」
。
こ

　
　
こ
は
「
あ
お
び
」
と
解
さ
れ
よ
う
。

O
G
。
N
①
「
憂
子
魚
」
憂
子
河
（
か
つ
お
）
　
A
”
カ
ツ
オ
　
B
u
カ
ツ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ツ
ウ
イ

　
　
　
見
出
し
語
は
日
本
語
「
カ
ツ
オ
」
（
鰹
）
の
音
訳
語
。
『
南
山
考
選
記
』
に
「
夏
子
魚
　
カ
ツ
ラ
又
カ
ツ
ヲ
フ
シ
　
長
崎
ハ
タ
リ
ノ
唐
人
ノ
云

　
　
フ
ト
コ
ロ
」
と
あ
っ
て
、
長
崎
渡
り
の
中
国
商
人
の
間
で
通
用
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

O
。
。
卜
。
刈
「
比
目
魚
」
客
利
由
河
（
か
り
い
お
？
）
　
A
u
カ
リ
ユ
オ
　
B
”
カ
リ
ユ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ
ユ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
イ
モ
イ
へ

　
　
　
見
出
し
語
は
カ
レ
イ
・
ヒ
ラ
メ
の
意
。
『
唐
話
題
要
』
「
蝶
魚
　
カ
レ
イ
　
一
名
比
目
魚
」
、
『
南
山
俗
語
考
』
「
比
目
魚
　
カ
レ
ヒ
」
。
福
悶
・

　
　
熊
本
に
「
カ
リ
ー
」
、
鹿
児
島
に
「
カ
リ
ン
イ
オ
」
の
語
形
が
あ
り
、
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
に
は
「
か
り
わ
　
か
れ
い
。
鮭
。
島
原
市
家
中
・

　
　
鉄
砲
町
」
の
記
述
が
見
え
る
。
確
例
は
な
い
が
、
こ
こ
は
と
り
あ
え
ず
「
か
り
い
お
」
と
解
し
て
お
く
。

O
。
。
卜
。
。
。
「
金
線
魚
」
一
篤
郁
李
（
い
と
よ
り
）
　
A
”
●
　
B
”
イ
ト
ヨ
リ
　
《
君
上
H
郁
〉
那
》

　
　
　
校
本
B
覚
え
書
き
に

　
　
　
　
「
「
イ
ト
ヨ
リ
（
糸
瑳
り
）
」
は
硬
骨
魚
目
た
い
科
の
魚
の
名
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ン
ス
エ
ン
イ
へ

　
　
と
あ
る
。
『
南
山
俗
語
考
』
「
金
線
魚
　
イ
ト
ヨ
リ
」
。

O
ω
卜
。
㊤
「
鍋
蓋
魚
」
燕
皮
由
河
（
【
皮
↓
？
】
え
い
の
い
お
）
　
A
n
エ
ビ
ユ
オ
　
B
”
エ
ビ
ユ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
カ
イ
イ
へ

　
　
　
見
出
し
語
は
エ
イ
の
意
。
『
南
山
考
講
記
』
「
鍋
蓋
魚
　
エ
イ
ノ
ウ
ヲ
」
、
『
長
崎
方
言
集
』
「
本
塁
ノ
イ
ヲ
　
鱒
」
、
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
え

　
　
え
の
い
お
　
あ
か
え
い
。
赤
鱒
。
菱
形
の
平
た
い
魚
、
尖
っ
た
尾
に
は
有
毒
な
刺
が
あ
り
、
南
日
本
沿
海
の
産
、
食
用
に
す
る
。
西
彼
杵
－
野

　
　
母
崎
。
エ
エ
ノ
イ
ヲ
　
長
崎
市
」
等
の
記
述
か
ら
「
え
い
の
い
お
し
と
解
さ
れ
よ
う
。
音
注
「
皮
」
字
は
、
「
那
」
「
奴
」
あ
た
り
の
誤
写
で
あ

　
　
ろ
う
。

　
　
　
な
お
、
本
項
の
よ
う
な
「
～
魚
」
に
対
す
る
「
～
由
河
」
の
音
注
が
他
に
5
例
あ
り
、
校
本
A
B
と
も
に
す
べ
て
「
～
ユ
オ
」
と
す
る
。
音

！
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注
「
由
」
字
は
た
し
か
に
／
ユ
／
を
写
す
に
ふ
さ
わ
し
い
字
で
あ
る
が
（
O
O
這
「
露
　
忘
恩
」
（
つ
ゆ
）
、
O
心
①
O
「
湯
　
由
」
（
ゆ
）
等
々
）
、
古

　
　
文
献
の
表
記
や
現
代
の
方
言
形
か
ら
み
て
「
い
お
」
と
解
し
て
お
く
。
O
ω
匿
「
魚
　
二
河
」
（
い
お
）
の
項
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
讐
拉
式
由

8
も
。
O
「
馬
交
魚
」
可
　
　
　
　
（
■
）
　
A
”
●
　
B
”
ソ
ラ
シ
ユ
オ
？

　
　
　
　
　
　
　
、
γ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ア
ヘ
キ
ヤ
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ア
ヘ
キ
ヤ
ウ

　
　
　
見
出
し
語
は
未
詳
。
『
唐
事
纂
要
』
「
馬
鮫
　
サ
ハ
ラ
」
、
『
南
山
俗
語
考
』
「
馬
鮫
　
サ
ハ
ラ
」
と
同
じ
で
あ
れ
ば
「
サ
ワ
ラ
」
。
音
注
の

　
　
「
蔓
拉
」
が
そ
れ
に
該
当
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
残
り
が
解
釈
で
き
な
い
。
校
本
B
覚
え
書
き
に
は

　
　
　
「
音
注
「
壁
拉
式
由
河
」
（
簡
要
卜
。
①
O
「
文
題
式
恒
河
」
）
は
「
ソ
ラ
シ
ユ
オ
（
反
し
魚
）
」
か
。
」

　
　
と
あ
る
が
、
「
反
し
魚
」
の
確
例
を
見
な
い
。
未
考
、

O
。
。
。
。
一
「
鱗
魚
乾
」
司
助
米
（
【
助
↓
肋
】
す
る
め
）
　
A
H
ス
ス
（
ル
？
）
メ
　
B
”
ス
ル
メ

　
　
　
校
本
B
覚
え
書
き
に

　
　
　
　
「
音
注
「
司
助
米
」
は
「
ス
ル
メ
」
の
詑
語
「
ス
ジ
ュ
メ
」
か
。
」

　
　
と
あ
る
が
、
恣
意
的
な
詑
語
の
想
定
に
は
問
題
が
あ
る
。
O
O
卜
。
刈
「
子
　
田
士
長
」
参
照
。
音
注
「
助
」
字
は
他
に
例
を
見
な
い
。
こ
こ
は
来
母

　
　
の
「
肋
」
字
の
誤
り
か
と
も
思
う
が
、
「
肋
」
字
も
他
に
例
が
な
い
。

O
ω
も
。
卜
。
「
蝦
」
一
別
（
え
び
）
　
A
”
イ
ビ
B
”
イ
ビ

　
　
　
校
本
A
・
B
と
も
に
右
の
よ
う
に
仮
名
を
振
り
、
校
本
B
索
引
部
に
は

　
　
　
　
「
い
び
［
蝦
］
〈
「
え
び
」
ノ
託
転
〉
」

　
　
と
注
記
が
あ
る
が
、
肥
前
で
は
古
今
を
つ
う
じ
て
／
エ
ビ
／
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
『
日
葡
辞
書
』
「
く
①
ぴ
圃
σ
q
四
鼻
エ
ビ
ガ
ニ
（
蝦
蟹
）
伊
勢

　
　
海
老
、
ま
た
は
、
車
海
老
。
下
（
X
）
の
語
。
」
、
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
「
伊
勢
え
び
　
ゑ
び
が
ね
　
長
崎
」
、
『
長
崎
方
言
集
』
「
エ
ビ
ガ
ネ
　
海

　
　
老
」
「
ス
エ
ビ
　
生
え
び
」
9
ρ
）
。
古
文
献
に
「
い
び
」
の
仮
名
書
き
例
で
も
散
見
さ
れ
な
い
限
り
は
、
こ
れ
を
先
ず
／
エ
／
と
認
め
、
し
か

　
　
る
の
ち
に
（
今
日
の
肥
前
方
言
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
）
そ
の
口
蓋
性
を
こ
こ
に
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
O
O
8
「
風
」
参
照
。

O
ω
ω
ω
「
小
蝦
」
司
一
別
（
す
え
び
）
　
A
”
ス
イ
ビ
B
”
ス
イ
ビ

　
　
　
『
長
崎
方
言
集
』
に
「
ス
エ
ビ
　
小
え
び
」
と
あ
る
。
前
項
お
よ
び
O
O
O
⑩
「
風
」
参
照
。

O
。
。
ω
戯
「
龍
蝦
」
一
別
茄
尼
（
え
び
が
ね
）
　
A
”
イ
ビ
ガ
ニ
　
B
”
イ
ビ
ガ
ニ

1
1
1

翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解
（
四
）



翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解
（
四
）

　
　
　
見
出
し
語
は
大
海
老
・
伊
勢
海
老
。
『
日
葡
辞
書
』
に
「
く
①
玄
ひ
q
き
酌
．
エ
ビ
ガ
ニ
（
蝦
蟹
）
伊
勢
海
老
、
ま
た
は
、
車
海
老
。
下
（
x
）
の
語
。
」

　
　
と
あ
る
が
、
音
注
「
尼
」
字
は
／
二
／
／
ネ
／
の
両
方
の
可
能
性
が
あ
り
、
こ
こ
は
「
え
び
が
ね
」
で
あ
ろ
う
。
『
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
』
「
伊

　
　
勢
え
び
　
ゑ
び
が
ね
　
長
崎
」
、
『
長
崎
方
言
集
』
「
エ
ビ
ガ
ネ
　
海
老
」
、
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
え
び
が
ね
　
え
び
。
伊
勢
え
び
。
大
村
市
。

　
　
長
崎
市
。
西
彼
杵
一
伊
王
島
・
野
母
崎
。
」
等
。

O
O
。
繍
「
蟹
」
茄
覚
其
（
圏
）
　
A
”
●
　
B
”
カ
メ
キ
？

　
　
　
見
出
し
語
は
「
蟹
」
に
同
じ
。
肥
前
方
言
で
は
「
が
に
」
「
が
ね
」
「
が
ん
」
「
が
ん
じ
い
」
と
い
っ
た
語
形
が
期
待
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も

　
　
す
っ
き
り
し
な
い
。
お
そ
ら
く
は
次
項
の
三
富
が
か
ら
ん
で
誤
写
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
が
に
　
か
に
。
蟹
。
対
馬

　
　
南
部
（
田
舎
語
）
。
壱
岐
（
農
村
地
方
）
。
壱
岐
一
勝
本
。
松
浦
市
星
鹿
。
」
「
が
ね
　
か
に
。
蟹
。
（
地
点
省
略
、
広
範
囲
）
」
「
が
ん
　
か
に
。

　
　
蟹
。
壱
岐
。
五
島
。
五
島
－
宇
久
・
岐
宿
・
三
井
楽
。
」
「
が
ん
じ
い
　
か
に
。
蟹
。
北
松
浦
郡
〈
全
方
〉
。
西
彼
杵
－
外
海
神
の
浦
（
ガ
ネ
併
）
」
）
。

O
ω
ω
①
「
驚
」
茄
覚
（
が
め
）
　
A
u
カ
メ
　
B
一
カ
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
っ
ぽ
ん

　
　
　
見
出
し
語
は
「
竈
」
に
同
じ
で
、
す
っ
ぽ
ん
。
『
筑
紫
方
言
』
に
「
竈
　
が
め
」
、
『
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
』
に
「
竈
　
ガ
メ
　
肥
前
　
筑
前

　
　
能
州
　
…
」
な
ど
と
あ
る
。
現
代
で
は
亀
一
般
に
用
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『
長
崎
方
言
集
』
「
が
め
　
か
め
」
、
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
が
め
　
亀
。

　
　
佐
世
保
市
早
岐
。
長
崎
市
。
南
高
来
－
深
江
・
有
家
。
」
等
。

O
ω
ω
刈
「
海
鰻
」
烏
乃
其
（
う
な
ぎ
）
　
A
”
ウ
ナ
ギ
　
B
”
ウ
ナ
ギ

O
ω
ω
。
。
「
漢
鰻
」
鳥
搭
其
（
【
搭
↓
捺
】
う
な
ぎ
）
　
A
”
●
　
B
u
【
搭
↓
捺
】
ウ
ナ
ギ
　
　
《
駒
上
臼
搭
〉
拉
》

　
　
　
校
本
B
覚
え
書
き
に

　
　
　
　
「
製
本
、
音
注
「
烏
搭
其
」
の
「
搭
」
を
「
拉
」
に
作
る
。
「
搭
」
も
「
拉
」
も
「
捺
」
の
字
形
相
似
に
よ
る
誤
写
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、

　
　
　
　
ま
た
、
底
・
駒
本
そ
れ
ぞ
れ
原
文
の
ま
ま
で
解
す
る
と
「
ウ
タ
ギ
」
「
ウ
ラ
ギ
」
と
な
り
、
い
ず
れ
も
「
ウ
ナ
ギ
」
の
詑
音
と
見
得
る
。
」

　
　
と
あ
る
。
誤
写
に
つ
い
て
は
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
誰
語
に
つ
い
て
は
8
卜
。
刈
「
子
　
田
斗
米
」
、
祖
本
に
つ
い
て
は
O
O
ω
O
「
卯
　
士
迷

　
　
迷
」
を
参
照
。
な
お
、
前
項
と
も
ど
も
「
う
な
ぎ
」
と
解
し
た
が
、
音
注
「
鳥
」
字
は
／
ウ
／
／
オ
／
に
通
用
さ
れ
て
お
り
、
「
お
な
ぎ
」
の

　
　
可
能
性
も
あ
る
。
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
お
な
ぎ
　
う
な
ぎ
。
鰻
。
長
崎
市
（
稀
）
。
西
彼
杵
－
野
母
崎
。
島
原
半
島
大
部
分
。
オ
ナ
グ
　
南

　
　
高
来
－
深
江
・
西
有
家
・
北
有
馬
・
南
有
馬
。
オ
ナ
ク
　
島
原
市
杉
谷
。
オ
ナ
ン
　
五
島
－
上
五
島
。
」

O
。
。
ω
㊤
「
小
蛤
」
羊
加
麦
施
（
■
）
　
A
”
●
　
B
”
ヨ
カ
ム
シ

1
2
1



　
　
　
音
注
「
羊
」
字
は
他
に
は
O
O
恕
「
未
二
幅
」
（
や
ぎ
）
、
O
二
一
「
厭
　
羊
街
馬
施
」
（
や
か
ま
し
）
の
2
例
が
あ
る
の
み
。
音
注
ど
お
り
に

　
　
読
め
ば
「
ヤ
カ
マ
シ
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
未
考
。

8
お
「
大
花
蛤
」
法
麦
峨
里
（
は
ま
ぐ
り
）
　
A
”
ハ
マ
グ
リ
　
B
“
ハ
マ
グ
リ

O
ω
自
「
海
蟄
」
可
拉
其
（
く
ら
げ
）
　
A
”
ク
ラ
ギ
　
B
”
ク
ラ
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
チ

　
　
　
見
出
し
語
は
意
味
不
明
。
お
そ
ら
く
は
「
海
難
」
か
「
毒
血
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
と
も
に
「
く
ら
げ
」
の
意
。
『
南
山
俗
語
考
』
「
海
蚕
　
ク

　
　
ラ
ゲ
」
。

O
ω
お
「
海
参
」
一
力
古
（
い
り
こ
）
　
A
”
イ
リ
コ
、
乾
し
た
な
ま
こ
　
B
”
イ
リ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
ス
エ
ン

　
　
　
『
唐
話
纂
要
』
「
海
参
イ
リ
コ
」
等
。

8
お
「
活
海
参
」
施
白
拉
古
（
【
白
↓
？
】
と
一
ら
ご
）
　
A
”
ト
ハ
ラ
コ
、
俵
子
、
生
の
な
ま
こ
　
B
”
ト
ハ
ラ
コ

　
　
　
『
日
葡
辞
書
』
「
夏
島
爆
陰
。
鎚
m
O
タ
ワ
ラ
ゴ
（
俵
子
）
ま
た
は
2
9
ヨ
9
。
o
o
ナ
マ
コ
（
生
海
鼠
）
。
日
本
で
食
用
に
さ
れ
る
な
ま
こ
。
」
、
『
南
山
俗
語

　
　
　
　
ハ
イ
ス
エ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
チ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
エ
ン
ハ
イ
ス
エ
ン

　
　
考
』
「
海
参
　
イ
リ
コ
　
海
鼠
　
ナ
マ
コ
　
鮮
海
参
　
同
上
」
、
『
長
崎
歳
時
記
』
「
我
邑
の
貴
賎
な
ま
こ
を
さ
し
、
多
く
た
わ
ら
子
と
い
ふ
」

　
　
等
々
か
ら
「
た
わ
ら
ご
」
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
二
目
「
白
」
字
は
O
卜
。
お
「
兄
　
白
布
山
」
（
ば
ぼ
う
さ
ん
）
、
9
9
「
咽
　
太
白
文
」

　
　
（
た
ば
こ
）
の
よ
う
に
／
バ
／
に
あ
た
り
、
音
注
「
施
」
字
は
O
O
器
「
寅
　
施
辣
」
（
と
ら
）
、
O
O
ω
㊦
「
酉
　
露
里
」
（
と
り
）
の
よ
う
に
／
ト
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
ら
ご

　
　
が
一
般
的
。
『
長
崎
古
今
集
書
名
勝
図
絵
』
「
俵
子
」
、
『
筑
紫
方
言
』
「
俵
　
た
う
ら
」
、
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
と
お
ら
　
た
わ
ら
。
俵
の
音
変

　
　
化
。
（
地
点
省
略
、
広
範
囲
）
」
「
と
お
ら
こ
　
な
ま
こ
。
海
鼠
。
「
長
崎
の
冬
に
は
朝
、
物
売
り
た
ち
が
俵
子
（
と
う
ら
ご
）
を
売
り
に
来
る
。

　
　
俵
子
と
は
海
鼠
（
な
ま
こ
）
だ
。
」
〈
女
の
一
生
〉
長
崎
市
。
西
彼
杵
－
野
母
崎
。
」
「
と
お
ら
こ
も
ち
　
大
き
な
海
鼠
形
に
伸
し
た
餅
。
薄
く
切
っ

　
　
て
、
へ
ぎ
餅
に
し
た
り
な
ど
す
る
。
長
崎
市
。
」
な
ど
か
ら
す
る
と
、
「
と
お
ら
ご
」
の
方
が
音
注
「
施
」
字
に
は
あ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
音

　
　
注
「
白
」
字
は
何
等
か
の
改
訂
が
必
要
と
な
る
。
な
お
、
校
本
B
は
ト
ハ
ラ
コ
（
索
引
部
で
は
「
た
は
ら
－
こ
［
俵
子
］
」
と
す
る
）
と
読
む
が
、

　
　
音
注
に
仮
名
遣
が
反
映
す
る
こ
と
は
普
通
あ
り
え
な
い
。

O
ω
念
「
海
磁
」
月
麻
（
え
そ
）
　
A
U
エ
ソ
　
B
”
エ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ
ウ
イ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
ウ
イ
イ

　
　
　
『
大
漢
和
』
「
磁
」
字
の
項
「
は
え
。
は
や
。
」
、
『
南
山
俗
語
考
』
「
磁
魚
　
ゴ
チ
」
「
鱒
魚
　
エ
ソ
」
等
々
の
記
述
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く

　
　
の
か
、
未
考
。

O
ω
＆
「
虎
」
吐
拉
（
と
ら
）
　
A
”
ト
ラ
　
B
”
ト
ラ

1
3
1

翁
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史
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翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解
（
四
）

O
謹
①
「
獅
」
式
式
（
し
し
）
　
A
”
シ
シ
　
B
”
シ
シ

O
ω
ミ
「
象
」
俗
（
ぞ
う
）
　
A
”
ゾ
ウ
　
B
”
ゾ
ウ

O
逡
○
。
「
象
牙
」
俗
及
（
ぞ
う
げ
）
　
A
”
ゾ
ウ
ゲ
　
B
”
ゾ
ウ
ゲ

O
ω
お
「
鹿
」
客
奴
司
司
（
か
の
し
し
）
　
A
u
カ
ノ
シ
シ
　
B
”
カ
ノ
シ
シ

　
　
　
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
か
の
し
し
　
鹿
。
対
馬
一
峰
。
長
崎
市
。
」
等
。

O
。
。
切
O
「
馬
」
旺
馬
（
ん
ま
）
　
A
”
ウ
マ
　
B
”
ウ
マ

　
　
　
音
注
「
旺
」
字
は
同
意
・
許
可
を
あ
ら
わ
す
感
嘆
詞
で
、
日
本
語
の
「
ん
」
「
ん
一
」
に
近
い
。
こ
こ
以
外
で
は
O
宥
ω
「
梅
　
笹
葺
」
、
宝
ω
。
。
「
飯

　
　
駈
米
食
」
の
2
例
が
あ
り
、
3
例
と
も
に
マ
行
学
に
前
接
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
「
ん
ま
、
ん
め
、
ん
め
し
」
の
よ
う
な
形
を
写
し
た
も
の

　
　
で
あ
ろ
う
。

O
ω
竃
「
狐
狸
」
去
去
弥
（
【
去
去
↓
去
？
】
き
つ
ね
）
　
A
”
【
去
去
↓
吉
子
？
】
キ
ツ
ネ
　
B
”
キ
チ
ュ
ネ

　
　
　
校
本
B
覚
え
書
き
に

　
　
　
　
「
校
本
、
音
別
「
去
去
像
」
の
上
二
字
を
「
吉
子
」
と
校
さ
れ
る
が
、
本
書
は
原
文
の
ま
ま
に
て
「
キ
ツ
ネ
」
の
庭
子
「
チ
ュ
チ
ュ
ネ
」

　
　
　
　
と
見
る
。
し

　
　
と
あ
る
。
O
O
雪
「
子
　
田
士
米
」
参
照
。

O
ω
詔
「
猪
」
以
几
母
搭
（
■
）
　
A
”
イ
キ
ム
タ
、
生
豚
？
　
B
”
イ
キ
ム
タ

　
　
　
「
イ
キ
ム
タ
」
や
「
イ
キ
ブ
タ
」
の
確
例
が
見
つ
か
ら
な
い
。
未
墾
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
・
ブ
タ

O
ω
窃
ω
「
肉
」
蒲
達
（
ぶ
た
）

O
ω
罐
「
羊
」
雅
几
（
や
ぎ
）

O
ω
留
「
猫
」
蟻
文
（
ね
こ
）

O
ω
α
①
「
犬
」
因
戊
（
■
）

塁
颪
L
尼
去
木
（
■
）

　
　
　
　
　
田
士
米

　
　
　
校
本
B
覚
え
書
き
に

（
ね
ず
み
）

　
A
　
ブ
タ
、
豚
の
腿
肉
の
燥
製

　
A
”
ヤ
ギ
　
B
”
ヤ
ギ

　
A
”
ニ
コ
B
”
ネ
コ

A
”
イ
ン
（
ノ
）
コ
　
B
”
イ
ン
コ

　
　
　
A
H
【
木
↓
米
】
ネ
チ
ユ
ミ

　
　
　
A
日
【
田
↓
尼
】
ネ
ズ
ミ

B
日
【
同
】
ネ
チ
ュ
ミ

B
”
デ
ズ
ミ

1
4

1



　
　
　
　
「
校
本
、
音
注
「
多
士
米
」
の
「
田
」
を
「
尼
」
に
校
さ
れ
る
が
、
本
書
は
原
文
の
ま
ま
に
て
「
デ
ズ
ミ
」
↓
2
7
。
」

　
と
あ
る
。
O
O
留
「
子
　
田
士
米
」
参
照
。

O
。
。
㎝
。
。
「
牛
角
」
受
楷
文
（
【
受
↓
？
】
ぎ
ゅ
う
か
く
）
　
A
“
●
　
B
”
ギ
ウ
カ
ク

　
　
　
『
日
葡
辞
書
』
「
O
⊆
敏
8
0
F
ギ
ュ
ウ
カ
ク
（
牛
角
）
〈
×
ぎ
0
8
§
o
・
（
牛
の
角
）
牛
の
角
。
」
。

O
ω
＄
「
犀
角
」
臼
子
牧
奴
（
■
）
　
A
”
●
　
B
”
●
ツ
ノ
　
《
上
上
”
臼
〉
血
？
》

O
ω
①
O
「
皮
」
楷
華
（
か
わ
）
　
A
”
カ
ワ
　
B
U
カ
ワ

O
ω
曾
「
雌
」
覚
（
め
）
　
A
”
メ
　
B
”
メ

O
ω
①
b
。
「
雄
」
沃
（
お
）
　
A
一
オ
B
一
オ

花
木
類

O
ω
＄
「
花
」
花
納
（
は
な
）
　
A
”
ハ
ナ
　
B
”
ハ
ナ

O
ω
黛
「
蘂
」
子
箔
皮
（
つ
ぼ
み
）
　
A
“
ツ
ボ
ビ
　
B
”
ツ
ボ
ビ

　
　
音
注
「
皮
」
字
は
／
ミ
／
に
は
相
応
し
く
な
い
が
、
「
つ
ぼ
び
」
の
語
形
の
確
例
が
な
い
う
ち
は
「
つ
ぼ
み
」
と
し
て
お
く
の
が
無
難
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
ジ
ユ
イ

　
　
ろ
う
。
『
南
山
考
講
記
』
「
花
蘂
　
ツ
ボ
ミ
」
。

O
ω
象
「
心
」
花
納
奴
心
（
は
な
の
し
ん
）
　
A
”
ハ
ナ
ノ
シ
ン
　
B
”
ハ
ナ
ノ
シ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
イ
ハ
ァ
ス
イ
ン

　
　
『
南
山
考
講
記
』
「
桂
花
心
　
キ
ク
ノ
シ
ン
」

O
ω
①
①
「
蓄
」
間
（
つ
？
）
　
A
”
●
B
”
●

　
　
見
出
し
語
は
「
へ
た
」
。
音
容
「
間
」
字
は
こ
こ
と
O
一
＄
「
膝
　
脚
間
」
（
■
）
の
み
。
校
本
B
覚
え
書
き
に

　
　
　
　
「
「
蓄
」
に
対
す
る
音
注
「
間
」
は
現
代
北
京
音
。
二
月
。
で
あ
る
。
不
明
。
」

　
と
あ
る
。
未
考
。

O
ω
露
「
葉
」
法
（
は
）
　
A
”
ハ
B
”
ハ

O
ω
①
。
。
「
梗
」
一
達
（
え
だ
）
　
A
”
イ
ダ
、
枝
　
B
”
イ
ダ

1
5
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翁
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）



翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解
（
四
）

O
ω
＄
「
枝
」
額
手
（
凹
）
　
A
”
●
　
B
”
エ
ダ

　
　
　
校
本
B
覚
え
書
き
に

　
　
　
　
「
枝
」
に
対
す
る
蛭
藻
「
二
手
」
の
「
額
」
は
、
現
代
北
京
音
で
①
卜
。
で
あ
る
の
で
「
エ
ダ
」
と
解
読
。
ω
①
。
。
梗
　
に
対
す
る
二
達
」
（
イ

　
　
　
　
ダ
）
が
あ
る
の
で
、
或
い
は
「
イ
ダ
」
と
す
べ
き
か
。
」

　
　
と
あ
る
が
、
北
京
音
の
援
用
に
は
問
題
が
あ
る
。
「
手
」
字
を
ダ
と
解
す
る
の
も
不
審
。
訓
読
で
あ
ろ
う
か
。
「
額
」
字
の
他
言
は
O
ω
O
。
・
「
鵬
　
額
」

　
　
（
が
）
、
一
〇
卜
。
①
「
湾
　
麦
格
六
耐
暑
」
（
ま
が
る
・
い
が
む
？
）
の
み
。
「
手
」
字
の
他
例
は
ま
浪
「
會
館
　
二
線
飾
几
快
手
」
（
長
崎
会
所
）
、

　
　
O
録
刈
「
伯
蓋
　
木
濁
法
二
手
」
（
も
の
は
じ
す
？
）
、
宕
・
。
G
。
「
商
議
　
沙
蛍
手
」
（
そ
う
だ
ん
し
ゅ
う
？
）
等
。
未
考
。

O
ω
『
O
「
根
」
業
（
ね
）
　
A
H
【
葉
（
駒
）
↓
業
】
ネ
　
B
”
ネ
　
　
《
駒
”
業
〉
葉
》

O
ω
謡
「
蘭
」
郎
奴
（
ら
ん
の
？
）
　
A
”
ラ
ヌ
　
B
”
ラ
ン
ノ

　
　
　
校
本
B
覚
え
書
き
に

　
　
　
　
「
音
注
「
郎
奴
」
、
校
本
は
「
ラ
ヌ
」
と
踏
ま
れ
て
い
る
。
本
書
は
「
奴
」
を
格
助
詞
の
「
の
」
と
見
て
「
う
ん
ノ
」
と
試
読
。
つ
ま
り

　
　
　
　
連
体
格
の
中
、
「
体
言
＋
の
＋
零
」
の
形
と
考
え
、
ω
鳶
菊
　
吉
吉
〈
古
〉
奴
（
キ
ク
ノ
）
や
。
。
ま
牡
丹
　
箔
心
慮
（
ボ
タ
ン
ノ
）
な
ど
も

　
　
　
　
同
断
と
す
。
ま
た
、
ω
ゆ
㎝
百
合
に
対
す
る
音
注
「
又
吉
花
船
奴
」
は
校
本
に
よ
り
「
斜
里
奴
花
曇
」
の
倒
錯
と
見
、
こ
れ
に
従
っ
た
が
、

　
　
　
　
或
い
は
原
文
の
ま
ま
に
す
べ
き
か
も
知
れ
ぬ
。
も
し
、
そ
う
な
ら
ば
、
や
は
り
「
奴
」
は
前
記
の
公
式
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

　
　
　
　
し
、
ω
。
。
刈
荷
花
　
諮
寄
子
〈
那
〉
花
納
（
簡
要
ω
・
。
刈
も
同
文
）
の
ご
と
き
例
も
あ
る
の
で
、
一
往
「
ユ
リ
ノ
ハ
ナ
」
と
訓
ず
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
「
日
本
館
訳
語
」
に
は
一
例
「
ω
。
。
ら
進
貢
　
嗜
得
那
（
皇
帝
の
）
」
が
あ
る
。
」

　
　
と
あ
る
。

O
ω
謡
「
菊
」
吉
吉
奴
（
き
く
の
？
）
　
A
u
【
吉
吉
↓
吉
古
？
】
キ
ク
ノ
（
ハ
ナ
）
　
B
”
【
同
】
キ
ク
ノ

O
ω
お
「
梅
」
唾
梅
（
ん
め
）
　
A
日
ウ
メ
　
B
”
ウ
メ

8
α
O
「
馬
　
旺
馬
」
（
ん
ま
）
参
照
。

O
ω
起
「
桃
」
木
木
（
も
も
）
　
A
”
モ
モ
　
B
”
モ
モ

O
ω
誤
「
桂
」
木
古
式
（
も
く
せ
い
）
　
A
”
モ
ク
セ
、
木
犀
　
B
”
モ
ク
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
イ
ハ
ア

　
　
　
『
下
学
集
』
「
木
犀
　
モ
ク
セ
イ
　
桂
也
」
、
『
南
山
考
講
記
』
「
雪
花
　
モ
ク
セ
イ
」
。

1
6
1



O
G
。
刈
O
「
牡
丹
」
箔
丹
奴
（
ぼ
た
ん
の
？
）
　
A
日
ボ
タ
ヌ
　
B
”
ボ
タ
ン
ノ

O
ω
ミ
「
山
茶
」
之
抜
其
（
つ
ば
き
）
　
A
”
ツ
バ
キ
　
B
一
ツ
バ
キ

O
巽
。
。
「
海
業
」
牧
該
多
（
し
ゅ
う
か
い
ど
う
）
　
A
”
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
、
秋
二
業
　
B
u
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ

　
　
　
こ
こ
の
音
注
は
宝
O
蔭
「
秋
海
業
　
牧
該
多
」
（
し
ゅ
う
か
い
ど
う
）
と
ま
っ
た
く
同
じ
。

O
。
。
謬
「
杜
鵤
」
沙
之
其
（
さ
つ
き
）
　
A
”
サ
ツ
キ
　
B
”
サ
ツ
キ

O
ω
。
。
O
「
石
榴
」
着
六
丈
（
【
六
文
↓
戊
六
】
じ
ゃ
く
ろ
）
　
A
”
【
六
百
↓
文
六
】
ジ
ヤ
ク
ロ
　
B
”
【
同
】
ジ
ャ
ク
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
リ
ウ
ハ
ア

　
　
　
『
南
山
考
講
記
』
「
柘
榴
花
　
ザ
ク
ロ
」
。
音
注
「
着
」
字
は
、
他
に
は
O
①
＄
「
蒋
香
　
着
谷
」
（
じ
ゃ
こ
う
）
の
み
。
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』

　
　
に
「
じ
ゃ
く
ろ
　
ざ
く
ろ
。
榴
。
ジ
ャ
ー
ク
ロ
。
」
と
あ
る
の
で
、
「
じ
ゃ
く
ろ
」
と
解
し
て
お
く
。

O
ω
。
。
H
「
葛
藥
」
刹
戊
約
文
（
し
ゃ
く
や
く
）
　
A
”
サ
ク
？
　
B
”
サ
ク
ヤ
ク
　
《
駒
”
刹
〉
剥
、
以
上
H
約
〉
納
》

　
　
　
薬
注
「
刹
」
字
は
O
ω
。
。
卜
。
「
櫻
桃
　
刹
古
写
」
（
さ
く
ら
）
、
O
斜
お
「
草
　
可
刹
」
（
く
さ
）
、
O
器
。
。
「
魚
白
　
下
刹
其
」
（
あ
さ
ぎ
）
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ャ
ヨ
　
ハ
ア

　
　
／
サ
／
に
相
応
し
い
が
、
こ
こ
は
と
り
あ
え
ず
「
し
ゃ
く
や
く
」
と
解
し
て
お
く
。
『
南
山
考
早
耳
』
「
六
畜
花
　
シ
ャ
ク
ヤ
ク
」
等
参
照
。

O
。
。
。
。
卜
。
「
櫻
桃
」
刹
古
拉
（
さ
く
ら
）
　
A
“
サ
ク
ラ
　
B
”
サ
ク
ラ

O
ω
。
。
ω
「
芙
蓉
」
付
五
（
【
五
↓
？
】
ふ
よ
う
）
　
A
”
【
五
↓
右
？
由
？
】
フ
ヨ
ウ
　
B
”
フ
ヨ
ウ

8
。
。
斜
「
楯
子
」
闊
子
那
式
（
く
ち
な
し
）
　
A
”
●
　
B
一
ク
チ
ナ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ツ
ウ
ハ
ア

　
　
　
見
出
し
語
は
く
ち
な
し
。
『
南
山
考
講
記
』
「
山
楯
花
　
ク
チ
ナ
シ
」
。
音
注
「
子
」
字
に
つ
い
て
は
O
O
ミ
「
元
旦
　
環
日
子
」
（
ぐ
わ
ん
じ
つ
）

　
　
の
項
参
照
。

O
ω
。
。
㎝
「
難
冠
」
吉
干
多
石
（
け
い
と
う
？
）
　
A
”
●
　
B
”
ケ
イ
ト
ウ
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
イ
ク
ハ
ン

　
　
　
見
出
し
語
は
ケ
イ
ト
ウ
（
鶏
頭
）
の
意
。
『
唐
話
纂
要
』
「
鶏
冠
　
ケ
イ
ト
ウ
」
。
校
本
A
は
未
考
、
校
本
B
は
右
の
よ
う
に
仮
名
を
振
り
、

　
　
覚
え
書
き
に

　
　
　
　
「
音
注
「
吉
干
多
石
」
を
「
岩
石
多
干
」
の
倒
錯
と
見
て
「
ケ
イ
ト
ウ
」
と
試
写
。
簡
要
ω
G
。
①
。
」

　
　
と
す
る
（
「
石
」
字
を
訓
読
か
）
。
「
干
」
字
を
無
理
に
／
ウ
／
に
引
き
当
て
ず
と
も
、
「
吉
干
多
し
で
「
ケ
イ
ト
ウ
」
と
読
め
そ
う
で
あ
る
（
「
干
」

　
　
字
に
つ
い
て
は
O
O
O
ω
「
日
　
筆
墨
／
倭
子
山
容
」
参
照
）
。
し
か
し
「
石
」
字
が
余
る
。
『
世
禄
調
掌
記
』
に
見
え
る
「
鶏
頭
実
（
け
い
と
う
し

　
　
つ
）
」
と
関
係
が
あ
る
か
。
未
考
。

　
　
　
　
　
翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解
（
四
）
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翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解
（
四
）

O
ω
。
。
O
「
山
丹
」
非
又
力
（
ひ
ゆ
り
）
　
A
”
ヒ
ユ
リ
、
緋
百
合
　
B
H
ヒ
ユ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

0
ω
。
。
刈
「
荷
花
」
諮
式
郎
花
納
（
は
す
の
は
な
）
　
A
”
【
郎
↓
那
】
ハ
シ
ノ
ハ
ナ
　
B
”
【
同
】
ハ
シ
ノ
ハ
ナ

　
　
　
翠
蔓
「
式
」
字
は
／
シ
／
／
セ
／
に
相
応
し
い
が
、
宝
①
。
。
「
蔚
　
苦
気
立
」
（
く
す
り
）
の
よ
う
な
例
も
あ
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
「
は
す

　
　
の
は
な
」
と
解
し
て
お
く
。
音
注
「
郎
」
字
は
／
ノ
／
に
あ
た
る
か
。
O
顧
一
「
小
心
　
異
嬰
奴
福
司
．
／
該
」
（
こ
こ
ろ
ほ
そ
か
？
）
の
項
参
照
。

O
ω
。
。
。
。
「
茉
梨
」
古
戊
利
吉
（
■
）
　
A
”
●
　
B
”
マ
ツ
リ
キ
　
《
駒
上
”
梨
〉
莉
》

　
　
　
校
本
B
覚
え
書
き
に

　
　
　
　
「
音
注
「
古
文
利
吉
」
は
、
串
本
に
片
仮
名
に
よ
る
傍
訓
「
マ
ツ
リ
キ
」
と
あ
っ
た
の
を
、
字
形
相
似
に
よ
っ
て
か
く
誤
写
せ
る
も
の
か
。

　
　
　
　
簡
要
ω
。
。
。
。
の
見
出
し
語
も
「
茉
莉
」
。
」

　
　
と
あ
る
。
片
仮
名
傍
訓
付
き
祖
本
の
恣
意
的
な
想
定
に
つ
い
て
は
O
O
ω
O
「
卯
　
士
迷
迷
」
参
照
。
未
考
。

O
ω
。
。
㊤
「
様
巣
」
下
馬
（
■
）
　
A
”
ヤ
マ
（
ブ
キ
）
、
山
吹
　
B
日
ヤ
マ
ぶ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ
ダ
ン

　
　
　
見
出
し
語
は
ヤ
マ
ブ
キ
の
意
。
『
南
山
考
講
記
』
「
様
巣
　
ヤ
マ
ブ
キ
」
等
。
音
調
「
下
」
字
は
、
他
に
O
一
お
「
伸
脚
下
式
奴
薄
」
（
あ
し

　
　
の
ぶ
）
、
O
卜
。
誤
「
乞
巧
　
下
毛
婆
玄
同
」
（
や
ま
ぶ
し
ど
ん
）
、
O
器
。
。
「
魚
白
　
下
刹
其
」
（
あ
さ
ぎ
）
、
O
①
。
。
二
別
智
計
　
芝
麻
下
士
」
（
つ
ま
よ

　
　
う
じ
？
）
等
が
あ
る
。
「
下
馬
」
で
「
や
ま
」
と
解
せ
そ
う
だ
が
、
以
下
を
脱
し
て
い
る
。

O
。
。
㊤
O
「
薔
薇
」
束
皮
（
し
ょ
う
び
）
　
A
”
シ
ヨ
ビ
　
B
”
シ
ョ
ビ

O
。
。
㊤
一
「
玉
箸
」
閾
（
■
）
　
A
”
●
　
B
“
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ツ
ハ
ン

　
　
　
見
出
し
語
は
ギ
ボ
ウ
シ
。
『
唐
話
纂
要
』
「
握
箸
　
キ
ボ
ウ
シ
」
等
。
音
注
に
脱
落
が
あ
ろ
う
。

O
。
。
露
「
鳳
仙
」
之
麦
像
（
つ
ま
ね
）
　
A
”
チ
マ
ニ
、
命
根
（
つ
ま
ね
）
は
爪
、
こ
の
花
と
酢
漿
草
と
を
も
み
合
わ
せ
て
爪
を
染
め
る
よ
り
い
う
と

　
　
B
日
チ
マ
ニ

　
　
　
校
本
B
は
「
「
つ
ま
ね
」
ノ
詑
転
力
」
と
注
し
て
右
の
よ
う
に
解
す
る
が
、
素
直
に
「
つ
ま
ね
」
と
読
ん
で
よ
か
ろ
う
。
O
ω
ミ
「
山
茶
　
之

　
　
抜
其
」
（
つ
ば
き
）
、
8
＄
「
索
　
之
納
」
（
つ
な
）
、
臼
漣
「
胸
　
木
像
」
（
む
ね
）
等
々
。
『
壷
盧
圃
雑
記
』
「
鳳
仙
花
を
　
つ
ま
ね
」
、
『
唐
話

　
　
纂
要
』
「
鳳
仙
　
ツ
マ
ネ
」
、
『
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
』
「
つ
ま
ね
　
肥
前
。
」
。

O
ω
㊤
。
。
「
水
仙
」
亜
沃
子
（
■
）
　
A
u
●
　
B
”
ア
オ
イ
？

　
　
　
校
本
B
覚
え
書
き
に



　
　
　
　
「
「
水
仙
」
の
音
注
「
亜
諸
子
」
を
少
し
無
理
は
あ
る
が
「
ア
オ
イ
」
と
試
読
。
お
O
暴
評
　
実
豊
沃
一
（
コ
ア
オ
イ
）
が
あ
る
。
「
イ
」

　
　
　
　
を
「
子
」
と
誤
記
せ
る
例
↓
ミ
O
①
α
b
。
①
紹
ま
刈
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
イ
ハ
ア
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
イ
ス
エ
ン

　
　
と
あ
る
。
た
と
え
ば
『
墨
型
纂
要
』
に
は
「
春
花
　
ア
フ
ヒ
」
と
「
水
仙
　
ス
イ
セ
ン
」
が
見
え
、
両
者
の
同
定
は
難
し
そ
う
だ
が
。

O
ω
ゆ
蔭
「
嬰
粟
」
吉
式
（
け
し
）
　
A
”
ケ
シ
　
B
U
ケ
シ

O
ω
り
㎝
「
百
合
」
又
吉
花
納
奴
（
■
）
　
A
”
【
又
里
奴
花
納
】
ユ
リ
ノ
ハ
ナ
　
B
”
ユ
リ
ノ
ハ
ナ

O
ω
O
①
「
洛
陽
」
大
者
吉
之
古
（
せ
き
ち
く
？
）
　
A
“
ト
セ
キ
チ
ク
、
唐
石
竹
　
B
”
ト
セ
キ
チ
ク

　
　
　
見
出
し
語
は
盟
麦
（
ナ
デ
シ
コ
）
の
異
名
。
『
和
漢
三
才
図
会
』
九
四
末
「
石
竹
二
種
単
弁
者
名
石
竹
、
千
弁
書
名
洛
陽
花
」
、
『
唐
話
纂
要
』

　
　
　
シ
チ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
チ
ヨ
ハ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヤ
ン
ハ
ァ

　
　
「
石
竹
　
ナ
デ
シ
コ
」
、
『
南
山
考
講
記
』
「
石
竹
花
　
セ
キ
チ
ク
　
洛
陽
花
　
同
上
」
な
ど
で
洛
陽
と
「
せ
き
ち
く
」
は
つ
な
が
る
。
音
注
「
大
」

　
　
字
は
／
ト
／
／
ト
ー
／
に
は
不
適
。
「
者
」
字
も
他
に
例
が
な
い
。
「
大
島
」
が
音
注
と
い
う
確
信
も
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
「
せ
き
ち
く
」
で

　
　
と
ど
め
て
お
く
。

O
ω
零
「
紫
藤
」
付
加
奴
（
□
）
　
A
口
【
加
↓
石
】
フ
ジ
ノ
（
ハ
ナ
）
　
B
”
【
同
】
フ
ジ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ウ
デ
ン
ハ
ァ

　
　
　
『
南
山
考
講
記
』
「
紫
藤
花
　
フ
ヂ
ノ
ハ
ナ
」
等
。

O
ω
㊤
。
。
「
誘
球
」
帖
馬
（
て
ま
ル
）
　
A
”
テ
マ
（
リ
）
　
B
u
テ
マ
り
　
《
二
上
”
球
〉
珠
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ユ
ウ
ギ
ウ

　
　
　
見
出
し
語
は
「
冥
護
」
に
同
じ
で
、
紫
陽
花
（
あ
じ
さ
い
）
に
似
た
花
を
つ
け
る
「
て
ま
り
花
」
。
『
落
話
纂
要
』
に
「
誘
毬
　
テ
マ
リ
　
一

　
　
　
　
　
　
ツ
ウ
ヤ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
ウ
ギ
ウ
ハ
ア

　
　
名
小
恩
　
紫
陽
　
ア
ヂ
サ
イ
」
と
あ
り
、
『
南
山
考
講
記
』
に
「
誘
毬
花
　
ア
ツ
サ
エ
」
と
あ
る
。
『
長
崎
方
言
集
覧
』
「
テ
マ
ル
　
手
球
。
て

　
　
ま
り
」
「
テ
マ
ル
ク
ワ
　
手
球
花
。
て
ま
り
花
。
」
。
音
注
が
最
終
音
節
を
脱
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
r
化
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

O
。
。
㊤
㊤
「
瑞
香
」
林
竹
（
り
ん
ち
ょ
う
）
　
A
”
●
　
B
u
ヂ
ン
チ
ャ
ウ
？

　
　
　
見
出
し
語
は
沈
丁
花
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
ま
た
輪
丁
花
の
異
名
が
あ
る
。
『
大
和
本
草
』
「
仁
心
　
国
俗
沈
丁
花
と
云
を
あ
や
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
イ
ヒ
ヤ
ン

　
　
て
、
り
ん
ち
や
う
と
云
」
、
『
崎
港
聞
見
習
』
「
瑞
香
　
リ
ン
チ
ヤ
ウ
」
。
音
注
「
竹
」
字
は
他
に
8
①
。
。
「
丁
香
　
竹
仁
」
（
ち
ょ
う
じ
）
の
例
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ン
チ
ヨ
　
　
ク
ウ
チ
ヨ
　
　
シ
チ
ヨ

　
　
あ
る
。
『
唐
話
纂
要
』
「
淡
竹
、
苦
竹
、
石
竹
」
。

O
心
O
O
「
錦
葵
」
実
阿
沃
一
（
こ
あ
お
い
）
　
A
”
コ
ア
オ
イ
、
小
癸
　
B
H
コ
ア
オ
イ
　
　
《
駒
上
界
ナ
シ
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ン
グ
イ
ハ
ア

　
　
　
『
南
山
考
講
記
』
「
錦
葵
花
　
小
ア
ヲ
イ
」

宝
O
一
「
六
月
雪
」
慢
点
式
（
ま
ん
て
ん
せ
い
）
　
A
”
●
　
B
”
ナ
デ
シ
こ

1
9
1

翁
広
平
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史
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翁
広
平
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史
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四
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校
本
B
覚
え
書
き
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
「
音
注
「
慢
点
式
」
を
「
ナ
デ
シ
こ
」
、
お
ト
。
の
引
々
「
苔
迭
式
文
」
も
「
ナ
デ
シ
コ
」
と
解
読
。
と
も
に
「
ナ
デ
シ
コ
」
の
誰
語
と
し
て

　
　
　
　
「
マ
デ
シ
コ
」
「
タ
デ
シ
コ
」
と
も
解
し
得
る
し
、
ま
た
、
お
一
は
祖
本
の
傍
訓
を
「
プ
デ
シ
コ
」
と
字
形
相
似
に
よ
る
誤
写
、
お
ト
。
は
「
タ

　
　
　
　
デ
シ
コ
」
と
や
は
り
字
形
相
似
に
よ
る
誤
写
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
し
後
者
に
解
す
る
場
合
に
は
ω
。
。
・
。
の
誤
写
の
事
情
と
も
関
係
し
て
く

　
　
　
　
る
か
も
知
れ
な
い
。
」

　
　
と
あ
る
。
誰
語
に
つ
い
て
は
O
O
卜
。
刈
「
子
　
田
士
米
」
、
岩
本
に
つ
い
て
は
O
O
ω
O
「
卯
　
士
迷
迷
」
参
照
。
校
本
B
は
「
な
で
し
こ
」
に
比
定
し

　
　
よ
う
と
す
る
が
、
見
出
し
語
は
白
丁
花
の
異
名
。
『
大
和
本
草
』
「
白
丁
花
」
の
項
に
「
筑
紫
に
て
ば
ん
て
い
し
と
云
。
漢
名
し
れ
ず
。
」
、
『
大

　
　
和
本
草
批
正
』
に
「
は
ん
て
い
し
は
満
天
星
の
転
な
り
。
」
、
『
大
和
本
草
付
録
批
正
』
に
「
六
月
白
花
を
開
く
。
漢
名
六
月
雪
花
鏡
　
満
天
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
テ
ン
ス
イ
ン

　
　
肇
官
府
志
」
、
『
南
山
考
講
論
』
「
満
天
星
　
小
ギ
ク
」
と
あ
る
。
音
注
「
慢
点
式
」
は
右
に
言
う
「
満
天
星
」
で
あ
ろ
う
。
「
星
」
が
呉
音
訓

　
　
み
か
漢
音
訓
み
か
は
／
セ
／
の
口
蓋
性
の
問
題
も
絡
ん
で
に
わ
か
に
は
判
断
し
難
い
が
。

O
お
ト
。
「
勢
春
羅
」
苔
迭
式
戊
（
【
苔
↓
捺
？
】
な
で
し
こ
）
　
A
”
●
　
B
”
ナ
デ
シ
コ

　
　
　
見
出
し
語
は
ま
つ
も
と
。
ナ
デ
シ
コ
科
の
多
年
草
で
九
州
に
自
生
す
る
。
校
本
B
覚
え
書
き
は
「
タ
デ
シ
コ
」
の
耳
語
を
想
定
す
る
（
前
項

　
　
参
照
）
が
、
確
証
が
な
い
。

O
お
。
。
「
勇
秋
羅
」
掩
皮
（
が
ん
ぴ
）
　
A
”
ガ
ン
ピ
、
岩
菲
　
B
u
ガ
ン
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
エ
ン
ロ
ウ
ハ
ァ

　
　
　
見
出
し
語
は
別
名
岩
菲
。
『
日
葡
辞
書
』
「
○
鋤
唇
ご
、
『
南
山
考
蓬
田
』
「
勇
羅
花
　
ガ
ン
ヒ
」
。

宝
設
「
秋
海
彙
」
牧
該
多
（
し
ゅ
う
か
い
ど
う
）
　
A
”
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
　
B
”
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ

O
お
α
「
虞
美
人
」
別
人
迷
（
【
迷
↓
速
】
び
じ
ん
そ
う
）
　
A
”
【
迷
↓
速
】
ビ
ジ
ン
ソ
ウ
　
B
”
【
同
】
ビ
ジ
ン
ソ
ウ

　
　
　
音
注
「
迷
」
字
に
つ
い
て
は
O
O
設
「
日
晒
　
忽
迷
」
（
【
迷
↓
速
？
】
ほ
す
）
参
照
。

宝
O
①
「
菓
子
」
卦
司
（
く
わ
し
）
　
A
”
カ
シ
　
B
”
カ
シ

O
斜
O
刈
「
梨
」
乃
式
（
な
し
）
　
A
u
ナ
シ
　
B
”
ナ
シ

O
お
。
。
「
柿
」
楷
其
（
か
き
）
　
A
u
カ
キ
　
B
“
カ
キ

O
お
㊤
「
橘
」
蜜
甘
（
み
か
ん
）
　
A
u
ミ
カ
ン
　
B
“
ミ
カ
ン

O
凸
O
「
桃
子
」
木
木
司
其
（
も
も
■
）
　
A
”
●
　
B
ロ
モ
モ
●
？



　
　
　
音
注
「
司
」
字
は
、
「
那
」
あ
た
り
の
誤
写
か
。

O
自
H
「
百
合
」
又
里
（
ゆ
り
）
　
A
“
ユ
リ
　
B
”
ユ
リ

O
自
N
「
草
」
可
刹
（
く
さ
）
　
A
”
ク
サ
　
B
“
ク
サ
　
《
駒
割
”
刹
〉
利
》

O
自
ω
「
菖
蒲
」
式
蒲
（
し
ょ
う
ぶ
）
　
A
”
セ
（
ウ
）
ブ
　
B
”
セ
ウ
ブ

O
自
幽
「
芭
蕉
」
百
雀
一
（
■
）
　
A
日
バ
シ
ヤ
イ
　
B
H
バ
シ
ャ
イ

　
　
　
音
注
「
雀
」
字
は
精
母
字
で
諸
方
言
破
擦
音
。

O
自
㎝
「
美
人
蕉
」
該
右
抜
（
■
）
　
A
”
●
　
B
臼
●
バ
？

O
凸
O
「
木
」
几
古
（
■
）
　
A
”
キ
、
コ
　
B
”
キ
コ

O
自
刈
「
紫
檀
」
式
檀
（
し
た
ん
）
　
A
u
シ
タ
ン
　
B
”
シ
タ
ン

O
自
。
。
「
鳥
木
」
麻
薄
古
（
■
す
ぼ
く
？
）
　
A
“
●
　
B
”
ス
ハ
ウ
？

　
　
　
校
本
B
覚
え
書
き
に

　
　
　
　
「
「
鳥
木
」
の
音
注
「
麻
薄
古
」
（
簡
要
自
b
。
も
同
文
）
の
「
古
」
は
、
祖
本
に
「
ウ
」
と
あ
っ
た
の
を
字
形
相
似
に
よ
っ
て
誤
写
し
た
も

　
　
　
　
の
と
考
え
、
「
ス
ハ
ウ
」
と
小
馬
↓
。
。
。
。
。
。
幽
O
一
お
ト
。
ら
ω
O
。
念
㊤
西
木
は
音
階
「
醜
鳥
（
ス
オ
）
」
で
あ
る
。
隣
接
せ
る
同
一
語
を
か
く
二
様

　
　
　
　
に
表
記
せ
る
事
情
は
、
祖
本
（
出
典
と
い
う
意
味
で
の
）
違
い
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ω
①
。
。
と
ω
＄
の
間
に
も
同
じ
事
情
が
あ
る

　
　
　
　
か
も
知
れ
ぬ
。
」

　
　
と
あ
る
。
恣
意
的
な
祖
本
の
設
定
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
鳥
木
（
コ
ク
タ
ン
）
と
蘇
木
（
ス
オ
ウ
）
と
い
う
別
も
の
を
は
じ
め
か
ら
同
じ
と
し

　
　
て
考
え
る
の
は
問
題
が
あ
ろ
う
。

O
自
り
「
蘇
木
」
麻
鳥
（
す
お
う
）
　
A
”
ス
オ
、
薇
栃
　
B
”
ス
ォ

O
お
O
「
竹
」
太
吉
（
た
け
）
　
A
”
タ
ケ
　
B
”
タ
キ

O
お
一
「
竹
管
」
可
搭
几
（
こ
だ
け
）
　
A
u
コ
ダ
キ
　
B
”
コ
ダ
キ

O
お
N
「
箏
」
太
吉
奴
吉
（
【
奴
吉
↓
奴
古
】
た
け
の
こ
）
　
A
”
【
奴
吉
↓
奴
古
】
タ
ケ
ノ
コ
　
B
”
タ
キ
ノ
コ

2
1
1

翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
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載
日
本
語
史
資
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試
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